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⾃⼰紹介 2

１．薬理学（痛みの仕組みを調べて、新しい鎮痛薬をつくる研究）

２．医学辞書づくり
（計量⾔語学で）

３．⿇薬の専⾨家



研究における情報の重要性

u ⼤学とは、未知のことを⾃分で研究するところ（卒論、D論）

u どうやって、研究テーマを⾒つける？

u すでに先⼈が⼗分に研究してしまっていたら、⼆番煎じに…

u 研究成果の価値は「新しい」こと

u 先⾏研究を調べ上げて新しいテーマを探すのは、なかなか難しい

u 図書だけでなく、インターネットやデータベースもフル活⽤したい
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最先端の研究に必要なもの

u その学問領域の基本的な知識

u 研究対象についての最新の知識（何が既知で何が新しいのか？）

uそもそも科学においては、既存の知識すら疑うべき

u 研究や調査をする技術（スキル）

u 研究コミュニティ（⼈脈）：「情報を発信する⼈に情報は集まる」

u 語学⼒、プレゼン能⼒

uもちろん資⾦も…
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情報の検索にあたってのスキル

u 皆さんはネット検索なら慣れている？

u ⼀般の情報検索は、網羅的でなくても多くは問題ない

u 例えばレストラン探しとか、YouTubeでのビデオ探しとか…

u でも、先⾏研究の情報検索は、⾒落としがあるのはマズイ

u どうしたら、⼗分かつ最新の情報を探し出すことができる？

u まず、図書、学術論⽂、データベースなど情報源の特性を理解する

u そして、検索ワードや絞り込みなど検索技術を磨く
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学術資料 6

学術誌（冊⼦体、電⼦ジャーナル）
書籍

（電⼦書籍）

⽂献抄録データベース

電⼦図書館



資料の特性

u 書籍、学術雑誌

u ⼀次情報、査読された内容、最近どんどん電⼦化、永続性がある

u データベース

u ⼆次情報、分類や索引づけされ検索しやすい、永続性がある

u インターネット（Webページ、動画・画像）

u 不確かで間違った情報も含む、最新情報を掴みやすい、永続性はない
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Peer Review

A process by which a scholarly work is checked 
by a group of experts in the same field to make 
sure it meets the necessary standards before it is 

published or accepted



学術情報は本来、インターネット向き

u 世界中に流通させられる

u 早く読者に届けられる

u 流通が少部数でも、出版のようにコストがかからない

u 書かれる論⽂数が膨⼤であっても、収蔵にスペースが必要ない

u 検索できないと意味が無いが、索引づけが半⾃動的である

u 引⽤や参照をリンクとして実装できる
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学術誌のステイタス

u Impact Factor (IF)

u 論⽂ごとに引⽤リンクがある仕組みを応⽤している

uよく引⽤されている論⽂ほど、学界にインパクトを与えている

uインパクトの⾼い論⽂を多く掲載している学術誌ほど、ステイタスがある

u 学術誌ごとに次式でインパクトファクターが毎年求められる

uある1年での前々年と前年の論⽂の総被引⽤数 ÷前々年と前年の掲載論⽂数
＝1論⽂あたり発表後2年間での被引⽤数の平均値

u Journal of Citation Reports にて調べられる
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最近は、個別の論⽂について被引⽤
回数やSNSでの評判などから影響度

を測ろうとする動きも盛ん



ライフサイエンス辞書
u 1億語のコーパス（英語論⽂抄録）を解析してつくった医学辞書
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60万語のうち30万語は1回しか出現しない
（全体の1%未満）

頻度上位10万語で97%は解読できる

べき乗則（Power Law）



Key Word in Context (KWIC) 11



事物を表す⾔葉には「ゆれ」がある

u 英語でも似たような状況
u Agent, Drug…
u Cancer, Tumor, Neoplasm…

u 検索語の単純⼀致では、多くの
情報を⾒逃すことに

u 検索システムで語の「ゆれ」を
吸収する仕組みが必要

u Googleなど「賢い」システム
では実装されている

u しかし、全ての情報検索システ
ムが「賢い」とは思わないこと
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語 総説誌A 公定書B
抗癌薬 19 0
抗癌剤 763 32
抗がん薬 0 9
抗がん剤 3 6
制癌剤 37 3
抗腫瘍薬 13 0
抗腫瘍剤 12 52
抗悪性腫瘍薬 10 13
抗悪性腫瘍剤 1 741
悪性腫瘍治療薬 1 0



概念や事物を表すことば

u情報検索は「ことば」で⾏われるから、⽤語法を知ることが⼤切

u概念の範囲は場合によって曖昧である

u 「京都」では範囲が不明瞭である → 正しく限定する必要＝「粒度」

uことばには「ゆれ」（同義語、異表記、略語など）がある

u たんぱく質、蛋⽩質、タンパク質、プロテイン…

u⼈物の場合の同姓同名など、固有名詞の重複もよくある

u⽇本語だけでの調査は不⼗分である
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シソーラスthesaurus（同義語辞書） 14

u 概念を表す統制語
descriptor を決め、
同義語 synonymを
寄せ集める

u 概念の上位下位に
よりツリーを作る

u 概念同⼠の関係性
を数値化し、⼀定
形式で記述する

u ⼈⼯知能に必要な
リソース



検索スキルを上げるために

u 情報源によって内容が違うので、複数の情報源を使いこなす

u 索引システムが異なるので、検索語を様々に変えて探索する

u いつ、誰が、どこに残した情報か、信憑性や客観性を確かめる

u 複数キーワードや演算⼦によって的確に絞り込む

u 重要な情報は何か考えて整理する（被引⽤調査の必要性）

u 重要な情報は、⼀次情報にまで遡って調べる（情報源はどこか）

u 情報が得られないなら、理由を考えて⾒逃しを防ぐ
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この単元の演習

u総合演習と関連させる
uまず今からグループに分かれて、調査するテーマを
話し合って決める

u来週のデータベース演習では、そのテーマについて
詳しい専⾨家の⼤学教授1⼈（できれば京⼤の中で）
について、業績などを調べる
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来週する演習の⽬的

u下記データベースを利⽤して研究業績を調査せよ。
u京都⼤学教育研究活動データベース
u科学研究費助成事業データベース KAKEN
u国⽴情報学研究所 CiNii Articles
u科学技術振興機構 J-GLOBAL
uトムソン・ロイター Web of Science
uいくつかの新聞データベース（朝⽇、毎⽇、読売）
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レポートに記載する内容

u⽒名、現職
u研究開始年がもっとも新しい科学研究費補助⾦の獲得状況
u 2006年以降の論⽂で最も被引⽤数の多いものの書誌情報
（⽇本語、英語計2件）およびその被引⽤数
u共著者もすべて解答すること。

u教員に関係する2006年以降の新聞記事
uそれらの結果を踏まえた考察
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演習レポートの考察

u 同性同名の⼈物はどのデータベースで混じっていたか、
またどのようにして調査対象⼈物を絞り込むことができ
たか。

u それぞれのデータベースの特徴を⽐較してまとめよ。
u 論⽂データベースと新聞データベースで得られる情報に
違いはあったか。違いがある場合はなぜか。

u その教員の研究テーマの中で、最新の研究テーマ、周囲
から評価されているテーマを挙げよ。

u また社会的にどのような点で評価されているか述べよ。
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https://apps.webofknowledge.com/

Takahashi K, Yamanaka S. Induction of 
pluripotent stem cells from mouse 
embryonic and adult fibroblast cultures 
by defined factors. Cell. 
2006;126(4):663–676. doi:10.1016/
j.cell.2006.07.024
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